
  

愛媛県では、黒瀬ダムがトモエガモ（準絶滅危惧）を含む

カモ類の県内有数の飛来地であることから、これらの鳥類

の保護を図るため、湖水面を特別保護指定区域に指定しま

した。 



 

鳥獣を保護し、鳥獣の生息環境を保全するため、「鳥獣

の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」と

関係法令に基づき、次の区域を指定しています。 

 

◎鳥獣保護区 

   鳥獣の捕獲を禁止。 

◎特別保護地区 

   建築物その他の工作物の新設、改築、増築や水面

の埋立、木竹の伐採を規制。 

◎特別保護指定区域 

   動力船の使用、植物の採取・損傷、動物の捕獲・殺

傷、たき火、器具を使用したレクリエーションなどを

規制。（ダムの管理のための行為を除く。） 

 

※これらの行為には許可が必要です。 

（違反した場合は、罰則があります。） 

トモエガモは県が作成するレッドデータブックで、準絶滅危惧（国が作成するレッドデータ

ブックでは絶滅危惧Ⅱ類）に指定される希少なカモで、県内に渡来するトモエガモの多くが、

黒瀬ダムで観察されています。 

カモが安心して越冬できるように皆様のご協力をお願いします。 


